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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】マルチセル又はマルチアンテナによる協調パタ
ーンを検証して、マルチセル又はマルチアンテナ環境に
おける性能を改善するための方法及び装置を提供する。
【解決手段】マルチセル又はマルチアンテナにおいて、
複数セルからなるクラスタ内の複数のセルのエンティテ
ィを指定し、異なる時間及び周波数の送信リソース上で
互いに協調送信すべき協調パターンを事前定義して保存
する３０１。事前定義された協調パターンに従って、時
間又は周波数の送信リソースに応じて、クラスタ内で送
信中に互いに協調するセルのエンティティを変更する３
０２。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のセルを有し、前記複数のセルの各々に少なくとも１つの送信生成エンティティが
存在し、２つ以上の送信リソースが存在する、ワイヤレス通信システムにおいて使用する
方法であって、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、前記協調パタ
ーンの各々が、どの送信生成エンティティが前記２つ以上の送信リソースの各々における
送信時に互いに協調すべきかを指示する、ステップと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、どの送信生成エンティティが前記２つ以上
の送信リソースの各々における送信時に互いに協調するかを変更するステップと、
　クラスタコントローラとして動作する送信生成エンティティをセルからなる複数のクラ
スタそれぞれに対して少なくとも１つ使用して、前記協調パターンに関して、各送信リソ
ースにおいて、セルからなる対応するクラスタ内の他の送信生成エンティティのアンテナ
のためにどのような信号を生成すべきかに関する指示を当該他の送信生成エンティティに
与えるステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記送信生成エンティティが、基地局又は送信アンテナを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記送信リソースが、時間のスロット、又はアンテナから放射されるワイヤレス信号の
偏波、又は拡散符号、又はそれらの任意の組み合わせで定義される、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　どの送信生成エンティティが互いに協調するかを変更するステップが、異なる送信リソ
ースにおいて、前記通信システムのユーザに異なる干渉レベルを経験させるために実行さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　１組の事前定義された協調パターンを保存するステップが、前記ワイヤレス通信システ
ムのクラスタコントローラ及び基地局の少なくとも一方に、前記１組の事前定義された協
調パターンを保存するサブステップを含み、前記パターンの各々が、どの送信リソースが
どの送信生成エンティティとともに使用されるかを指定する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　共通の送信リソースにおいてユーザ又は１組のユーザに送信される信号が、送信をサポ
ートするのに使用される関連するアンテナを駆動する増幅器への入力を生成する共通の処
理ユニットによって決定され、前記使用される関連するアンテナが、前記協調パターンに
よって指定される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前もって選択された１組の事前定義された協調パターンを保存するステップが、前記送
信生成エンティティとして動作する基地局から地理的に離れたコントローラに、前記１組
の事前定義された協調パターンを保存するサブステップを含み、そのようなコントローラ
が、前記基地局の様々な処理機能を取り替えるか、又は前記基地局の様々な処理機能を制
御する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記システムの１つ以上の基地局をクラスタコントローラとして動作させて、どの基地
局といつ送信を協調させるべきかを制御するステップをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　複数のセルを有し、前記複数のセルの各々に基地局が存在する、ワイヤレス通信システ
ムにおいて使用する方法であって、
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　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、前記協調パタ
ーンの各々が、どの送信生成エンティティが２つ以上の送信リソースの各々における送信
時に互いに協調すべきかを指示する、ステップと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、どの送信生成エンティティが前記２つ以上
の送信リソースの各々における送信時に互いに協調するかを変更するステップと、
　クラスタコントローラとして動作する送信生成エンティティをセルからなる複数のクラ
スタそれぞれに対して少なくとも１つ使用して、前記協調パターンに関して、各送信リソ
ースにおいて、セルからなる対応するクラスタ内の他の送信生成エンティティのアンテナ
のためにどのような信号を生成すべきかに関する指示を当該他の送信生成エンティティに
与えるステップと
　を含む方法をシステムに実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　前記送信生成エンティティが、アンテナ又は基地局を含む、請求項９に記載のプログラ
ム。
【請求項１１】
　どの送信生成エンティティが互いに協調するかを変更するステップが、異なる期間又は
周波数において、前記通信システムのユーザに異なる干渉レベルを経験させるために実行
される、請求項９に記載のプログラム。
【請求項１２】
　複数のセルを有するワイヤレス通信システムのセルにおいて使用する基地局であって、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するメモリであって、各協調パターン
が、異なる送信リソースにおいて、セルからなる各クラスタにおける送信時に互いに協調
すべき、前記複数のセル内のエンティティを指定する、メモリと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、１つの送信リソースにおいて、前記基地局
を含むセルからなるクラスタにおける送信時に互いに協調するエンティティを変更する、
前記メモリに結合されたコントローラと
　を含み、
　前記コントローラは、前記協調パターンに関して、各送信リソースにおいて、前記基地
局を含むセルからなる前記クラスタ内の他の基地局のアンテナのためにどのような信号を
生成すべきかに関する指示を当該他の基地局に与えるクラスタコントローラである、
　基地局。
【請求項１３】
　各協調パターンが、各クラスタのために、どのセル内のどのアンテナが送信時に互いに
協調すべきかを指定する、請求項１２に記載の基地局。
【請求項１４】
　前記コントローラが、クラスタコントローラとして動作して、送信を協調させることに
関して、前記通信システムの他の基地局に指示を与える、請求項１２に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記コントローラが、どの基地局が互いに協調するかを変更することを制御する、比例
公平スケジューラを含む、請求項１２に記載の基地局。
【請求項１６】
　複数のユーザ端末と、
　複数の基地局と、
　複数のセルと、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するメモリであって、各協調パターン
が、異なる送信リソースにおいて、セルからなる各クラスタのために送信時に互いに協調
すべき、前記複数の基地局内のエンティティを指定する、メモリと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、送信リソースにおいて、セルからなる各ク
ラスタにおける送信時に互いに協調するエンティティを変更するコントローラと
　を含み、
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　セルからなる各クラスタにおける前記複数の基地局の少なくとも１つが、クラスタコン
トローラとして動作して、前記協調パターンに関して、各送信リソースにおいて、セルか
らなる対応するクラスタ内の他の基地局のアンテナのためにどのような信号を生成すべき
かに関する指示を当該他の基地局に与える、
　ワイヤレス通信システム。
【請求項１７】
　各協調パターンが、セルからなる前記各クラスタのために、どのセル内のどのアンテナ
が送信時に互いに協調すべきかを指定する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　どのアンテナが協調するかを変更することが、異なる期間又は周波数において、前記複
数のユーザ端末に異なる干渉レベルを経験させるために実行される、請求項１６に記載の
システム。
【請求項１９】
　前記複数の基地局の各々が、１組の事前定義された協調パターンを保存する、請求項１
６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記複数の基地局のすべてよりも少ない１つ以上の基地局が、前記複数の基地局のどれ
といつ送信を協調させるべきかを知っているクラスタコントローラとして動作する、請求
項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
　複数のセルを有し、前記複数のセルの各々に基地局が存在する、ワイヤレス通信システ
ムにおいて使用する方法であって、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、各協調パター
ンが、時間及び周波数の一方若しくは両方に関して定義される異なる送信リソースにおい
て、セルからなる各クラスタにおける送信時に互いに協調すべき、前記複数のセル内のア
ンテナを指定する、ステップと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、時間及び周波数の一方若しくは両方におい
て、セルからなる各クラスタにおける送信時に互いに協調するアンテナを変更するステッ
プと、
　クラスタコントローラとして動作する基地局をセルからなる各クラスタに対して少なく
とも１つ使用して、前記協調パターンに関して、各送信リソースにおいて、セルからなる
対応するクラスタ内の他の基地局のアンテナのためにどのような信号を生成すべきかに関
する指示を当該他の基地局に与えるステップと
　を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【優先権】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２００８年８月１３日に出願された、「Ａ　Ｖａｒｉａｂｌｅ　
Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｐａｔｔｅｒｎ　Ａｐｐｒｏａｃｈ　ｔｏ　Ｉｍｐｒｏｖｉ
ｎｇ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｉｎ　ａ　Ｍｕｌｔｉ－Ｃｅｌｌ　ｏｒ　Ｍｕｌｔｉ－
Ａｎｔｅｎｎａ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ」と題する、対応する特許仮出願第６１／０
８８７１４号の優先権を主張し、同特許仮出願を参照により組み込む。
【関連出願】
【０００２】
　[0002]本出願は、ともに本出願と同時に出願された以下の出願に、すなわち、２００９
年８月１０日に出願された、「Ａ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｏｆ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　Ｕｓｅｒ　
ａｎｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｐａｔｔｅｒｎ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｏｖｅｒ
　Ｖａｒｙｉｎｇ　Ａｎｔｅｎｎａ　ａｎｄ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｏｒｄｉ
ｎａｔｉｏｎ　Ｐａｔｔｅｒｎｓ　ｉｎ　ａ　Ｍｕｌｔｉ－Ｃｅｌｌ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍ
ｅｎｔ」と題する、米国特許出願第１２／５３８７３３号、及び２００９年８月１０日に
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出願された、「Ａ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｖａｒｙｉｎｇ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗ
ｅｒ　Ｐａｔｔｅｒｎｓ　ｉｎ　ａ　Ｍｕｌｔｉ－Ｃｅｌｌ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ」
と題する、米国特許出願第１２／５３８７３９号に関連する。
【発明の分野】
【０００３】
　[0003]本発明は、マルチセルワイヤレス環境におけるワイヤレス送信の分野に関し、よ
り詳細には、本発明は、相互接続性アーキテクチャ（ｉｎｔｅｒ－ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉ
ｔｙ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）、及び遠く離して設置された２つ以上のサイトに配置
された送信アンテナ間に存在する協調パターン（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　ｐａｔｔｅ
ｒｎ）に関する。
【発明の背景】
【０００４】
　[0004]本明細書の目的に即して、「セル」という用語は、しばしば１つの基地局に共存
して動作する１組の送信アンテナによって多くのユーザがサービスを受ける、有界な地理
的エリアを表すために使用される。アンテナは、ユーザに信号を合同で送信するために使
用され、信号は、単一の共通的な物理層機構によって生成される。経路損失を考慮した場
合、ユーザによって受信されるこれらのアンテナからの信号電力は、これらのアンテナか
らユーザまでの距離が増加するにつれて低下する。したがって、適切な最低限の信号レベ
ルを受信するユーザは、しばしば、そのようなアンテナの周りの有界な地理的エリア内に
配置される。与えられたユーザへの有益な信号は、ユーザのセル内のアンテナ（基地局）
のみによって送信されるという点で、近隣セル（近隣セル内の基地局及びアンテナ）は、
互いに独立に動作する。
【０００５】
　[0005]そのような「セル」の古典的な例が、図１Ａに示されている。図１Ａを参照する
と、ユーザは、「地理的に最も近い」基地局サイトにマッピングされ、その結果、古典的
な六角形パターンが形成される。例えば、セル１は、単一の基地局「ＢＳ１」における中
央の１組の４つのアンテナから成り、「ユーザ１」、「ユーザ２」、「ユーザ３」、及び
「ユーザ４」を含むが、それらに限定されない、ユーザのグループをサポートする。この
「地理的に最も近い」基地局というルールは、ユーザが任意の基地局（又はアンテナ）か
ら取得する受信信号エネルギーが、その局からの距離につれて、どの局についても同じ数
学的関数によって、単調に減少するモデルにおいては、道理にかなっている。一般に、シ
ャドウイング（ｓｈａｄｏｗｉｎｇ）及び他の影響がある場合、セル境界は、そのような
規則的な構造に一致しないが、そのような状況も、規則的な構造と同じ基礎的な特性を有
する。図１Ａの通信システムでは、各基地局から発せられる送信信号自体は、例えば、単
入力単出力（ＳＩＳＯ）送信、多入力単出力（ＭＩＳＯ）送信、多入力多出力（ＭＩＭＯ
）送信、及び多数のアンテナが多数のユーザへの合同同時送信を協調させるマルチユーザ
ＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信など、様々なよく知られた技法の中の任意の技法を使用
して、送信することができる。基礎となる送信は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、
符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）などに基づくことができる。
【０００６】
　[0006]言及したように、そのようなシナリオでは、近隣の基地局が、同時に同じ送信リ
ソースを、例えば、同じ周波数帯域を使用した場合、セル内のユーザが、他のセルからの
干渉を経験することがよく知られている。そのような干渉は、セルのエッジ付近では、非
常に強烈になることがあり、したがって、そのようなエリアにおける性能を制限する。こ
れは、どのセルラ構造にもともなう古典的な問題であり、ＳＩＳＯ、ＭＩＭＯ、ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ送信にも当てはまる。送信リソースは、時間スロット、周波数スロット、並びに時
間及び周波数合同のスロットに加えて、ＣＤＭＡにおける符号、アンテナの偏波なども含
むことができる。
【０００７】
　[0007]古典的なセルラシステムは、近隣セルにおいて異なる周波数を使用することによ
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って、干渉を制御することができる。図１Ａの六角形構造の場合、どの２つの近隣セルも
、同じ周波数を使用しないように、（周波数再利用係数（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｒｅｕｓ
ｅ　ｆａｃｔｏｒ）を３として）３つの異なる周波数を使用することができる。これは、
図１Ｂに示されている。これは、同じ周波数を使用するセルの分離（距離分離）を高める
ことができ、セル間の干渉（そのような干渉は「セル間干渉（ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉ
ｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）」と呼ばれる）を低減させる上で大きな助けとなる。しかし、
周波数再利用手法は、本質的に、情報をユーザに伝えるために各セルにおいて使用される
周波数（帯域幅）の有効数を減少させるので、システムの効率が損なわれることがある。
実際に、周波数再利用係数を「Ｆ」とした場合、ユーザへの有益な信号エネルギーは、「
Ｆ」分の１に減少することがあり、セル間干渉の低減という利益はあるものの、潜在的に
最大で同じ係数だけ各ユーザへのスループットを低下させる。さらに、周波数間でダイバ
ーシティを利用しないことによる、付加的な損失も存在し、これは、ユーザが受信できる
有効レートをさらに低下させることがある。この周波数再利用概念は、局間の最小の、し
かし固定された協調と見なすことができることに留意されたい。
【０００８】
　[0008]複数のセル間で送信を協調させることは、セルのエッジにいるユーザ（そのよう
なユーザを「エッジユーザ」と呼ぶ）に特に有害な、そのようなセル間干渉（ＩＣＩ）効
果を軽減する助けとすることができる。極端なケースでは、基礎となる信号伝達としてＭ
Ｕ－ＭＩＭＯを使用して、すべてのセルにわたって合同で送信を協調させることは、ＩＣ
Ｉに起因する問題を軽減する上で著しい利益を有することができる。実際のところ、すべ
ての基地局が互いに協調し、任意の、そしてあらゆる基地局からの送信も任意の又はあら
ゆるユーザにサービスすることができる、完全協調（ｆｕｌｌ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏ
ｎ）の下では、セルの概念が存在しない。この場合、ＭＩＭＯダウンリンクは、単一のＭ
ＩＭＯブロードキャストチャネルに帰着する。これは、本質的に、すべてのロケーション
のすべてのアンテナが単一の中央エンティティによって制御される、大規模な分散アンテ
ナシステム（ＤＡＳ：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ）でもあ
り、原理的に、すべてのアンテナからのリソースが、アンテナの信号伝達範囲内のすべて
のユーザに伝わる。しかし、多数の基地局を有する大規模で現実的な配備において、現実
的な経路損失効果において、及びユーザが多数になる場合において、そのようなシステム
は、実用的でないことがある。すべてのアンテナを協調させる複雑さ、地理的に非常に離
れたアンテナから任意の与えられたユーザに送信された信号を受信する際の非同期性の問
題、並びにバックボーンインフラストラクチャを介してリモート基地局（アンテナ）間で
共用する必要がある情報の量及び待ち時間が、そのような理想的なケースを非実用的にす
ることがある。したがって、物理層における厳格な完全協調は、大規模なマルチセルシス
テムにわたって達成することは困難である。
【０００９】
　[0009]しかし、限定的な（しかし実用的な）レベルながらも協調を使用することによっ
て、従来のセルラアーキテクチャ上で、依然として著しい性能上の利益を獲得することが
できるという、心強い結果が存在する。そのようなシステムでは、オーバラップのないク
ラスタをなす局が、送信を協調させる。この一例が、図２に示されており、グループ（ク
ラスタ）をなす３つの隣接セルを協調させる。例えば、セル１、セル２、及びセル３が送
信を協調させ、セル４、セル５、及びセル６が送信を協調させ、それ以降も同様である。
今では、３つのセルからなるこれらのグループの各々が、単一の「セル」として、又は本
明細書で呼ぶところの「クラスタ」として動作している。繰り返すと、「セル」の概念は
、古典的な「セルラ」構造における概念とは異なる。しかし、協調は部分的であるので、
このシステムであっても、本質的には、ユーザがあまり好ましくない状態を経験する境界
を常に有する。具体的には、そのようなアーキテクチャは、ＩＣＩが著しい、共同境界を
有し、「エッジユーザ」の性能を深刻に制限することがあり、そのようなユーザは、今で
は、「クラスタエッジ」ユーザである。そのようなユーザの一例は、図２の「ユーザ（６
）」である。
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【００１０】
　[0010]より具体的には、固定されたセル構造又は固定されたクラスタ構造を有するマル
チセルシステムでは、又はシングルセルシステムでさえも、ユーザが受信するレート及び
サービス品質（ＱｏＳ）は、ユーザに有益な信号を送信するのに（ユーザに情報搬送信号
を送信するのに）使用される送信アンテナに対するユーザの物理的関係に強く依存する。
重要なこととして、レート及びサービス品質（ＱｏＳ）は、干渉信号を、すなわち、他の
ユーザに宛てられた信号を送信しているアンテナに対するユーザの関係にも依存する。ユ
ーザが経験する正味のトレードオフは、ユーザが受信する有益な信号項と干渉項の両方に
依存する。固定された構造は、与えられたユーザについて、このトレードオフを固定する
。
【００１１】
　[0011]例えば、しばしば使用される１つの尺度は、ユーザが経験する信号対干渉及び雑
音比（ＳＩＮＲ：Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｎｏｉｓｅ
　Ｒａｔｉｏ）に関する。ＳＩＮＲ（又は性能）トレードオフは、例えば、ユーザの地理
的ロケーションに依存することがある。そのようなトレードオフは、シャドウイング、地
形、アンテナの高さなどの他の影響にも依存することがある。それにも関わらず、固定さ
れたクラスタ又は固定されたセル構造内の与えられたロケーションにおいてユーザが経験
する公称（平均）ＳＩＮＲは、しばしば、構造によって与えられる（固定される）。
【００１２】
　[0012]そのようなクラスタをなすアンテナを、干渉及び信号伝達の両方について、時間
、周波数、及び空間に関して十分に協調させた場合、信号電力を改善することができ、干
渉の影響を制御し、緩和することができる。例えば、図１Ｂにおいてセル構造に関して説
明したように、クラスタ構造においても、周波数再利用を使用することができる。しかし
、限定的ながら単一の協調構造を有するすべてのシステムでは、そのような改善には限界
がある。これはしばしば、「協調境界」の物理的エッジに近いユーザが、近隣「セル」又
はクラスタからの干渉に特に起因する、性能の悪化をしばしば経験することを意味する。
【００１３】
　[0013]加えて、限定的ながら単一の協調構造を有するシステムでは、ユーザは、ユーザ
に割り当てられたチャネル及びアンテナを使用する以外の選択肢をもたない。ユーザが地
理的ロケーション又は別のものから不利益をこうむる場合、ある限界を超えてその状況を
改善するために行えることは何もない。
【００１４】
　[0014]したがって、すべての固定協調パターンシステムは、本質的に、協調境界の問題
を難点としてもつ。
【発明の概要】
【００１５】
　[0015]本明細書では、協調パターンを変更して、マルチセル、クラスタベース、又はマ
ルチアンテナ環境における性能を改善するための方法及び装置が開示される。一実施形態
では、方法は、１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、
各協調パターンが、異なる送信リソースにおいて、セルからなる各クラスタにおける送信
時に互いに協調すべき、複数のセル内のエンティティを指定する、ステップと、事前定義
された協調パターンに従って、送信リソースにおいて、セルからなる各クラスタにおける
送信時に互いに協調するエンティティを変更するステップとを含む。そのような送信リソ
ースは、時間及び周波数の一方若しくは両方に関して、並びに／又は拡散符号に関して定
義することができる。したがって、異なる時間スロット及び／又は周波数スロットにおい
ては、異なる協調パターンが存在することができる。
【００１６】
　[0016]本発明は、以下で与えられる詳細な説明から、また本発明の様々な実施形態につ
いての添付の図面からより十分に理解されるが、それらは、本発明を特定の実施形態に限
定するものと解釈されるべきではなく、もっぱら説明及び理解のためのものと解釈される
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べきである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１Ａ】ユーザがセルの中央の基地局にマッピングされ、その基地局によって排他的に
サービスされる、古典的な六角形セル内のユーザを示す図である。
【図１Ｂ】周波数再利用係数が３である六角形セルラ構造における古典的な周波数再利用
パターンを示す図である。
【図２】クラスタをなす３つのセルの間で協調が行われるマルチセルケースを示す図であ
る。
【図３】複数のセルの各々に基地局を有する、複数のセルを有するワイヤレス通信システ
ムにおいて使用するプロセスの一実施形態を示す図である。
【図４】図２の協調パターンとは異なる協調パターンで、グループをなすセルの間で協調
が行われるマルチセルケースを示す図である。
【図５】同じ１組のセルにおける３つの異なる協調パターンを示す図である。
【図６】システムが図２のパターンの状態であり、既存の基地局がクラスタコントローラ
として使用される場合の一実施形態において使用される、制御及び相互接続性を示す図で
ある。
【図７】システムが図２のパターンの状態であり、付加的な中央基地局がクラスタコント
ローラとして使用される場合の一実施形態において使用される、制御及び相互接続性を示
す図である。
【図８】３つの隣接アンテナサイトの間で協調が行われる分散アンテナシステム（ＤＡＳ
）セットアップを示し、ＤＡＳ相互接続性（協調）パターンが、パターン１、パターン２
、及びパターン３において異なる、一例を示す図である。
【図９】基地局の一実施形態のブロック図である。
【図１０】多くのコントローラの１つを有するＤＡＳシステムのブロック図である。
【図１１Ａ】クラスタコントローラ構成を示す図である。
【図１１Ｂ】クラスタコントローラ構成を示す図である。
【図１１Ｃ】クラスタコントローラ構成を示す図である。
【本発明の詳細な説明】
【００１８】
　[0017]ワイヤレスシステムの、アンテナの協調、又は等価的に「セル」構造、又は等価
的にセルの協調パターン、又は等価的にクラスタ構造が、送信リソースにおいて、制御さ
れた方式で変更される、マルチセル（又は分散アンテナシステム）を動作させるための方
法及びシステム。そのようなリソースは、時間及び／又は周波数を含むが、それらに限定
されない。そのようなケースでは、変更は、時間及び周波数の組み合わせにおいて、制御
された方式で起こる。対象とするそのようなシステムでは、ユーザの異なるサブセットに
対する送信を行うために、アンテナの異なるサブセットが使用される。各アンテナサブセ
ット内のアンテナは、ユーザにサービスするためにどのような信号をアンテナに乗せるべ
きかを計算及び指示するエンティティによって、例えば、基地局、中央コントローラなど
によって、合同で制御される。事前プログラムされた既知のパターン又は適応的な方式で
起こすことができる、システムの制御下では、アンテナのそのようなサブセットは、時間
及び／又は周波数などの送信リソースにおいて変更される。すなわち、システムは、協調
させるアンテナサブセット（及び暗黙的にユーザサブセット）が意図的に変更されるよう
な方法で動作する。これは、ある干渉レベルが他のレベルよりも好ましい場合に、ユーザ
が時間及び／又は周波数において異なる干渉レベルを経験できるようにすることによって
、従来のシステムにまさる利点を有する。したがって、システムは、協調境界が変化する
ので、セルラシステムの「エッジユーザ」又は固定クラスタシステムの「クラスタエッジ
」ユーザによって経験されるような、協調パターンが固定されたシステムの本質的な性能
限界を解決する。例えば、あるエッジユーザは、時間及び／若しくは周波数、又は他の送
信リソースに対して、１つの協調パターンを使用した場合、クラスタの中央により近くな
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る（すなわち、クラスタエッジから遠くなる）。
【００１９】
　[0018]以下の説明では、本発明のより完全な説明を提供するために、多くの詳細が説明
される。しかし、本発明がこれらの特定の詳細なしでも実施できることは、当業者には明
らかであろう。他の例では、よく知られた構造及びデバイスは、本発明を曖昧にしないた
めに、詳細にではなく、ブロック図形式で示される。
【００２０】
　[0019]以下の詳細な説明のいくつかの部分は、コンピュータメモリ内のデータビットに
対する操作のアルゴリズム及びシンボル表現によって提示される。これらのアルゴリズム
による説明及び表現は、自分の仕事の内容を他の当業者に最も効果的に伝えるために、デ
ータ処理分野の当業者によって使用される手段である。アルゴリズムは、ここでは、また
一般に、所望の結果に到達する自己矛盾のないステップの系列であると考えられる。ステ
ップは、物理的量の物理的操作を必要とするステップである。必ずしも必要ではないが、
通常は、これらの量は、保存し、転送し、組み合わせ、比較し、及び他の方法で操作する
ことが可能な、電気的又は磁気的な信号の形態をとる。主として一般的な慣習上の理由で
、これらの信号をビット、値、要素、シンボル、文字、項、又は数などと呼ぶことが便利
であると分かることがある。
【００２１】
　[0020]しかし、これらの用語及び類似の用語のすべては、適切な物理的量に関連付けら
れ、これらの量に付された単に便利なラベルであるにすぎないことに留意されたい。別途
具体的に述べられない限り、以下の説明から明らかなように、説明の全体において、「処
理する」、又は「計算する」、又は「算定する」、又は「決定する」、又は「表示する」
などの用語を利用した説明は、コンピュータシステムのレジスタ及びメモリ内の物理的（
電子的）量として表現されるデータを操作及び変形して、コンピュータシステムのメモリ
若しくはレジスタ内の、又は他のそのような情報記憶デバイス、伝送デバイス、若しくは
表示デバイス内の物理的量として同様に表現される他のデータにする、コンピュータシス
テム又は同様の電子的なコンピューティングデバイスのアクション及びプロセスを指すこ
とが理解される。
【００２２】
　[0021]本発明は、本明細書の動作を実行するための装置にも関する。この装置は、必要
とされる目的のために特別に構成することができ、又はコンピュータに保存されたコンピ
ュータプログラムによって選択的に活動化又は再構成される汎用コンピュータを含むこと
ができる。そのようなコンピュータプログラムは、フロッピディスク、光ディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、磁気光ディスクを含む任意のタイプのディスク、リードオンリメモリ（ＲＯＭ
）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、磁気若しくは光カ
ード、又は電子的命令を保存するのに適した任意のタイプの媒体などの、しかしそれらに
限定されない、コンピュータ可読記憶媒体に保存することができ、各々は、コンピュータ
システムバスに結合される。
【００２３】
　[0022]本明細書で提示されるアルゴリズム及び表示は、特定のコンピュータ又は他の装
置のいずれにも、本質的に関係しない。本明細書の教示に従ったプログラムとともに、様
々な汎用システムを使用することができ、又は必要とされる方法ステップを実行するため
に、より専門的な装置を構成することが便利であると分かることもある。様々なこれらの
システムに必要とされる構造は、以下の説明から明らかとなる。加えて、本発明は、特定
のプログラミング言語のいずれかに関連して説明されない。本明細書で説明される本発明
の教示を実施するために、様々なプログラミング言語が使用できることが理解されよう。
【００２４】
　[0023]機械可読媒体は、機械（例えばコンピュータ）によって可読な形式で、情報を保
存又は伝送するための任意の機構を含む。例えば、機械可読媒体は、リードオンリメモリ
（「ＲＯＭ」）、ランダムアクセスメモリ（「ＲＡＭ」）、磁気ディスク記憶媒体、光記
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憶媒体、フラッシュメモリデバイスなどを含む。
【００２５】
概要
　[0024]本発明の実施形態は、マルチセル（又は分散アンテナ）ワイヤレス通信システム
の操作を含み、ワイヤレスシステムのアンテナの協調、又は等価的に「セル」構造、又は
等価的にセルの協調パターン、又は等価的にクラスタ構造が、送信リソースにおいて、制
御された方式で変更される。そのような送信リソースは、時間若しくは周波数に関して、
又はその２つの任意の組み合わせに関して分割することができる。例えば、システムはし
ばしば、時間及び周波数のブロックに対応する、時間－周波数「スロット」を有する。一
実施形態では、ワイヤレスシステムの変更は、そのようなリソースにおいて、例えば、時
間及び／又は周波数において、アンテナ協調パターンを変更することによって実行される
。言い換えると、アンテナは、クラスタに構成され、クラスタ構成は、異なるリソース（
例えば、スロット）においては、異なるアンテナの組がクラスタ化されるように、例えば
、中央エンティティによって合同で制御されるように、変更される。
【００２６】
　[0025]協調パターンは、送信時にどのアンテナが互いに協調するかを表す。協調パター
ンは、（与えられた時間において、与えられた周波数上で）アンテナを分割してサブセッ
トにすることによって、定義することができる。暗黙的には、その後、異なるサブセット
は、異なる時間リソース又は周波数リソースにおいて、異なるユーザサブセットにサービ
スするために使用される。（ユーザは、複数の時間にわたって複数の周波数を使用できる
ので、必要ではないが）そのようなサブセットは、解体する（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）ことも
できる。
【００２７】
　[0026]クラスタ構成は、多くの可能なクラスタ構成の間で、パターンが交代する（例え
ば、周期的に時間／周波数が変更される）ように、規則的な所定の方式で使用することが
できる。具体的には、クラスタパターンは、１組の所定の「基本」協調パターンを使用し
て、時間（及び／又は周波数）において変更される。そのようなパターンの組の例が、基
地局を使用する場合は図５に、分散アンテナシステムを使用する場合は図８に与えられて
いる。例えば、パターンが時間において変更される場合、協調パターンは、基本パターン
が所定の順序で推移する協調パターンの周期的な系列を通して、変更することができる。
そのような変更は、各送信機会（スロット）の後で、又は固定数のスロットの後で、起き
ることができる。パターンが周波数において変更される場合、周波数における基本パター
ンの割り当ては、実際には、時間に関して静的とすることができる。すなわち、１つの基
本パターンが、与えられた周波数帯域又は周波数のグループに対して永続的に存在し、異
なる基本パターンの帯域／グループが、周波数をオーバラップさせることはない。そのよ
うな両極の間に、時間変化と周波数変化の組み合わせが、存在することができる。１つの
例が、この態様を説明することができる。基地局識別子（ＢＳＩＤ）が１～１２で、協調
クラスタサイズが３に等しい、１２個の基地局からなるサービスを仮定する。異なる時間
に対するクラスタを、ＢＳＩＤを括弧で括った形式で以下に示す。
　時間　Ｔ＝１　［１，２，３］［４，５，６］［７，８，９］［１０，１１，１２］
　　　　Ｔ＝２　１］［２，３，４］［５，６，７］［８，９，１０］［１１，１２
　　　　Ｔ＝３　１，２］［３，４，５］［６，７，８］［９，１０，１１］［１２
　　　　Ｔ＝４　［１，２，３］［４，５，６］［７，８，９］［１０，１１，１２］
　　　　Ｔ＝５　１］［２，３，４］［５，６，７］［８，９，１０］［１１，１２
　　　　Ｔ＝６　１，２］［３，４，５］［６，７，８］［９，１０，１１］［１２
【００２８】
　[0027]上に示されるように、特定のクラスタに所属する基地局は、異なる時間において
、変更される。例えば、時間Ｔ＝２において、基地局１は、基地局２及び基地局３と一緒
のクラスタから、基地局１１及び基地局１２と一緒のクラスタに所属を変更する。したが
って、時間Ｔ＝３において、基地局１は、基地局２及び基地局１２と一緒のクラスタに所
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属を変更する。その後、時間Ｔ＝４において、基地局１は、基地局２及び基地局３と一緒
のクラスタに所属を戻す。
【００２９】
　[0028]周波数に基づいた変更によっても、同じことが行われ得ることに留意されたい。
例えば、３個の周波数帯域「Ｆ１」、「Ｆ２」、「Ｆ３」が存在するとする。これらの帯
域に、以下のように、パターンを割り当てることができる。
　Ｆ１：　［１，２，３］［４，５，６］［７，８，９］［１０，１１，１２］
　Ｆ２：　１］［２，３，４］［５，６，７］［８，９，１０］［１１，１２
　Ｆ３：　１，２］［３，４，５］［６，７，８］［９，１０，１１］［１２
ここで、この割り当ては、すべての時間スロットに対して、静的な方式で存在することが
できる。異なる周波数帯域が、等価の統計／属性を有し、１つの帯域が、別の帯域にまさ
る利点をもたない場合、これは道理にかなっている。利点がある場合、時間と周波数の合
同変更を使用することができる。この合同変更の一例を、以下に示す。
　Ｔ＝１，Ｆ１：　［１，２，３］［４，５，６］［７，８，９］［１０，１１，１２］
　Ｔ＝１，Ｆ２：　１］［２，３，４］［５，６，７］［８，９，１０］［１１，１２
　Ｔ＝１，Ｆ３：　１，２］［３，４，５］［６，７，８］［９，１０，１１］［１２
　Ｔ＝２，Ｆ２：　［１，２，３］［４，５，６］［７，８，９］［１０，１１，１２］
　Ｔ＝２，Ｆ３：　１］［２，３，４］［５，６，７］［８，９，１０］［１１，１２
　Ｔ＝２，Ｆ１：　１，２］［３，４，５］［６，７，８］［９，１０，１１］［１２
　Ｔ＝３，Ｆ３：　［１，２，３］［４，５，６］［７，８，９］［１０，１１，１２］
　Ｔ＝３，Ｆ１：　１］［２，３，４］［５，６，７］［８，９，１０］［１１，１２
　Ｔ＝３，Ｆ２：　１，２］［３，４，５］［６，７，８］［９，１０，１１］［１２
【００３０】
　[0029]図３は、複数のセルを有し、その複数のセルの各々に基地局を有する、ワイヤレ
ス通信システムにおいて使用するプロセスの一実施形態である。プロセスは、ハードウェ
ア（回路、専用ロジックなど）、（汎用コンピュータシステム若しくは専用マシン上で実
行される）ソフトウェア、又は両方の組み合わせを含むことができる、処理ロジックによ
って実行される。一実施形態では、処理ロジックは、基地局又は中央コントローラの部分
である。
【００３１】
　[0030]図３を参照すると、プロセスは、処理ロジックによって、１組の事前定義された
協調パターンを保存することで開始され、各協調パターンは、局からなる各クラスタにお
いて送信時に互いに協調させる、（今ではセルのグループ／クラスタにサービスする）複
数のセル内に配置された基地局（又は図１１におけるアンテナ）を指定する（処理ブロッ
ク３０１）。一実施形態では、１組の事前定義された協調パターンの保存は、その１組の
事前定義された協調パターンを、各基地局に保存することを含む。別の実施形態では、前
もって選択された１組の事前定義された協調パターンの保存は、その１組の事前定義され
た協調パターンを、各アンテナコントローラに保存することを含む。別の実施形態では、
前もって選択された１組の事前定義された協調パターンの保存は、その１組の事前定義さ
れた協調パターンを、実際にはアンテナ又は基地局サイトから地理的に離れた中央コント
ローラである、各アンテナコントローラに保存することを含む。図９は、コントローラと
して動作できる基地局を示している。ここでは、基地局は、それが（すべての協調パター
ンにわたって）使用できる、すべての可能なアンテナに接続される。ある時間（又は周波
数）において存在する特定のパターンについて、処理ユニット１００１ａ及びベースバン
ド処理１００３は、このパターンにおいて使用されるアンテナにおいてのみ、その時間（
又は周波数）におけるアクティブ信号を生成する。パターンにおいて使用されないアンテ
ナについては、ユニットから来る、その時間（又は周波数）における信号は、ゼロである
。
【００３２】
　[0031]一実施形態では、各協調パターンは、各クラスタについて、どのセル内のどのア
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ンテナが送信時に互いに協調すべきかを指定する。一実施形態では、協調パターンにおい
て指定されたクラスタは、同じサイズを有する。別の実施形態では、協調パターンにおい
て指定された少なくとも２つクラスタが、異なるサイズを有する。
【００３３】
　[0032]保存された事前定義された協調パターンを使用して、処理ロジックは、事前定義
された協調パターンに従って、送信リソースにおいて、例えば、時間及び周波数の一方又
は両方において、各クラスタにおいて送信時に互いに協調する局（又はアンテナ）を変更
する（処理ブロック３０２）。一実施形態では、互いに協調するアンテナの変更は、その
ようなアンテナが合同で制御される方式で、ユーザの異なるサブセットに送信するために
アンテナの異なるサブセットが選択されるように、アンテナ協調パターンを変更すること
を含む。ユーザのサブセットが地理的に決定される場合、効果的に、送信アンテナのロケ
ーションが、そのアンテナによってカバーされる地理的エリアを決定する。したがって、
サービスされる地理的エリアは、協調パターンとともに変化する。
【００３４】
　[0033]一実施形態では、アンテナの変更は、通信システムのユーザに、異なる送信リソ
ースにおいて、例えば、異なる期間及び／又は周波数において、異なる干渉レベルを経験
させるように実行される。例えば、あるユーザが、１つの送信リソースにおいて、事前定
義された協調パターンの１つであるクラスタによってサービスされる場合は、このクラス
タのエッジにより近いが、同じユーザが、別の送信リソースにおいて、別のクラスタによ
ってサービスされる場合、今度は、このクラスタの中央に近いことがある。しばしば、ク
ラスタの中央により近いことによって、ユーザは、より好ましい干渉レベルを経験する。
そのような好ましいレベルをすべてのユーザ間で共有するには、与えられたユーザが、い
くつかのパターンにおいては好ましいレベルを経験し（すなわち、中央に近く）、他のパ
ターンにおいては好ましくないレベルを経験する（すなわち、エッジに近く、他のユーザ
が中央にいることを可能にする）ように、パターンを変更する必要がある。
【００３５】
　[0034]一実施形態では、システム内の１つ以上の基地局が、どの基地局といつ送信を協
調させるべきかを知っている、クラスタコントローラとして動作する。一実施形態では、
各クラスタについて、少なくとも１つの基地局が、クラスタコントローラとして動作し、
各クラスタにどのセルが属するかを変更することによって、送信を協調させることに関し
て、他の基地局に指示を与える。クラスタコントローラは、自らの処理ユニット１００１
ａを使用して、他のすべての基地局のために必要な処理を行い、その後、それぞれの基地
局ベースバンド処理１００３の各々に後で局所的に適用される、必要とされる処理出力を
、基地局間リンクを介して送信することによって、そのような送信を指示することができ
る。
【００３６】
　[0035]一実施形態では、クラスタコントローラは、どの基地局といつ送信を協調させる
べきかを知っている、基地局から分離された別個のエンティティである。やはり、そのよ
うなコントローラは、局が独立に動作するならば、自らの処理ユニット１００１ａにおい
て行うであろう、すべての基地局のために必要とされる処理を行い、その後、このブロッ
クの出力を、各基地局内に存在するローカルなベースバンド処理ロジック機能に送信する
。これは、図１１Ａに示されている。別の実施形態では、クラスタコントローラ自体が、
自らのハードウェア内で、ベースバンド処理をローカルに実行して、そのような出力を基
地局に送信することができ、各基地局では、増幅器１００４を使用して、送信が行われる
。これは、図１１Ｂに示されている。別の実施形態では、分散アンテナシステム（ＤＡＳ
）におけるように、リモートアンテナは、実際には、増幅器１００４と、アンテナ１００
５のみから成ることができる。これらのリモートアンテナユニット（ＲＡＵ：Ｒｅｍｏｔ
ｅ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｕｎｉｔ）は、後で説明される。そのようなシステムでは、処理ユ
ニット１００１ａと、ベースバンド処理ロジック１００４と、ネットワークインタフェー
ス１００２とを含む、全体コントロール１００１の機能は、ＤＡＳシステムのクラスタコ
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ントローラのコントローラ内に存在する。これは、図１１Ｃに示されている。
【００３７】
　[0036]システムは、図２及び図４における２つの協調パターンを反映するように、２つ
以上の協調パターンを有することができる。そのようなパターンは、時間若しくは周波数
に関する、又はそれらの組み合わせに関する、異なる例を表すことができる。３つのセル
クラスタに基づいた、３つの可能な協調パターンが、図５に一緒に示されている。
【００３８】
　[0037]本発明の実施形態は、セルベース及び分散アンテナベースの両方において、協調
パターンの変更を実施する構造のいくつかを含む。
【００３９】
　[0038]後で図８において説明されるように、本発明の実施形態は、どのアンテナが互い
に協調するかについての変更に関することに留意されたい。図１及び図２のアンテナは、
たまたま基地局に配置されたものである。アンテナは、図８の分散アンテナシステムにお
けるように、任意の数のリモートサイトに配置することもできる。実際に、図８において
は、セル構造自体が変化するシステムと等価のシステムの図を、より明瞭に見ることがで
きる。
【００４０】
　[0039]協調クラスタと、セル構造変更は、各々が本発明の異なる実施形態を暗示できる
が、本発明を検討するのに有効な方法である。
【００４１】
　[0040]与えられた時間－周波数スロットに対して、与えられた協調パターンは、サービ
スエリア（及びユーザ）を複数の「セル」に分割するものと見なすことができる。図８の
ＤＡＳシステムは、これを示している。セルは、それを越えると、１つの「セル」内のア
ンテナが、他のセルのアンテナと（先に説明したように、おそらく緩やかに以外は）協調
しなくなる境界を有する。異なる協調パターンにおいて、これらのセル（及びそれらの境
界）は変化する。加えて、セル境界が変化すると、ユーザにサービスするアンテナも（暗
黙的に）変更される。
【００４２】
　[0041]当技術分野においてよく知られている、ＯＦＤＭシステム及びほとんどのセルラ
システムにおけるように、異なる周波数を同時にサービスできる特定のアンテナは、与え
られた時間において、異なる周波数において、アンテナからなる異なるクラスタの部分と
して働くことができる。例えば、アンテナは、帯域Ｆ１においてはクラスタ１にあり、帯
域Ｆ２においてはクラスタ２にあることができる。コントローラと、関連する基地局は、
上の［００３０～００３５］において説明したように、（時間又は周波数などの）与えら
れたリソースにおいて、与えられたアンテナに対して、非ゼロ信号のみが生成されること
を保証する。
【００４３】
　[0042]協調パターンを変更することによって、すなわち、１組の協調パターンを使用す
ることによって、ユーザは、異なる時間リソース及び／又は周波数リソースにおいて、異
なる干渉レベルを経験することができる。例えば、「ユーザ４」及び「ユーザ５」は、図
２において、より低い干渉を経験し、「ユーザ６」及び「ユーザ７」は、図４において、
より低い干渉を経験する。
【００４４】
　[0043]協調アンテナは、複数のアンテナロケーションにわたる共同送信も可能にする。
パターンの変更は、ユーザ４、ユーザ５、ユーザ６、及びユーザ７などのユーザが、共同
送信をより良く利用することを可能にする。これは、そのようなユーザ、すなわち、局か
ら遠く離れているが、複数の局の送信範囲内にあるユーザにとって特に有益である。
【００４５】
　[0044]異なるエリアに割り当てられる割り当て送信アンテナを変更し、マルチセル構造
を効率的に変更することによって、今度は、ユーザは、いくつかは他のものよりも好まし
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いことがある、様々な状態（例えば、様々なＳＩＮＲ）を（異なるアンテナに対して）考
えることができる。これは、マルチセル構造が、与えられたユーザに、時間及び周波数に
おいて異なる条件を提供することを可能にする。
【００４６】
　[0045]本明細書では、３つの隣接基地局又は３つのリモートアンテナロケーションを協
調させることに基づいた、本発明の実施形態が説明されたが、本発明は、そのような例に
限定されず、任意のクラスタサイズのクラスタを考えることができ、クラスタが異なるサ
イズを有するパターン、及び４組以上の協調パターンを有するシステムを考えることがで
きる。
【００４７】
セル及びアンテナ協調
　[0046]上で言及したように、そのようなアンテナを合同で協調させる能力は、相互接続
性アーキテクチャに依存する。何らかのネットワークインタフェース（例えば、図９のネ
ットワークインタフェース１００２）を介した基地局間の、又は中央エンティティがアン
テナを駆動する分散アンテナシステム（ＤＡＳ）内のアンテナ間のそのような相互接続性
は、多くのシステムにすでに存在する。その場合、システム内のエンティティが、この相
互接続性アーキテクチャを使用して、（アンテナサブセット内の）アンテナの協調を実行
する。そのようなエンティティは、実際には、「基地局」とすることができ、又はＤＡＳ
システムにおいて使用されるコントローラなどのコントローラとすることもでき、その場
合、これらは、直接送信を行うことができる。一実施形態では、相互接続性アーキテクチ
ャを有するこれらのエンティティが、協調パターンを変更する。
【００４８】
　[0047]一実施形態では、時間及び／又は周波数における協調の変更は、知られた、おそ
らくは所定の、又は適応的に制御される方式で起こる。これらの変更は、様々な方法で実
施することができる。例えば、一実施形態では、外部エンティティが、どの時間にどのパ
ターンを使用すべきかを制御する。これは、スケジューリングエンティティとすることが
できる。よく適合し、一実施形態において使用される１つのスケジューラは、比例公平ス
ケジューラ（ＰＦＳ：Ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｌｌｙ　Ｆａｉｒ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅｒ）
であり、これは当技術分野においてよく知られている。本発明の他の実施形態は、各パタ
ーン及び協調クラスタに対して、独立のスケジューラを使用して、実施することができる
。別の実施形態では、協調パターンの変更を制御するために、基地局が使用される。一実
施形態では、パターンの事前プログラムされた系列が、各基地局又はアンテナコントロー
ラ内に保存される。
【００４９】
　[0048]ワイヤレスシステムの物理層に関して、変更は、ＯＦＤＭ又はＯＦＤＭＡシステ
ムにおいて可能なように、時間又は周波数のいずれかにおいて実施される。一実施形態で
は、与えられた時点において、１つ以上の周波数に対して、あるパターンが存在し、別の
時点において、それらの周波数は、１つ以上の異なるパターンとともに使用される。時間
において何も変更されないことも可能であるが、異なる周波数において異なるパターンを
使用することができる。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システムにおけるように、送信リ
ソースは、符号空間に属することもできる。ここでは、異なる符号が、異なるパターンに
適用される。
【００５０】
　[0049]本発明の要素は、様々な物理層設計を使用することができるが、複数のアンテナ
を使用して、同時に複数のユーザに信号を送信できる能力、並びに協調させた１組のアン
テナ内で信号及び干渉を制御できる能力を考えると、マルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ）技法が特に魅力的である。
【００５１】
　[0050]一実施形態では、基地局が、協調エンティティとして使用される。図５は、基地
局間の協調を使用する通信システムの一実施形態を示している。これは、協力が、古典的
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なセルからなるクラスタを含む、協調パターンと見なすことができる。パターンが変化す
るにつれて、そのような「クラスタ」の定義も変化する。一実施形態では、これらは、ユ
ーザ端末が様々な信号状態を経験することを可能にするのに十分な協調パターンである。
実用上の理由から、また実施が複雑になるために、協調パターンの数を制限することがあ
る。クラスタサイズが「Ｃ」（図５ではＣ＝３）である場合、「Ｃ」のクラスタ内の「Ｃ
」個の相対位置の１つを各セルに与えるには、「Ｃ」個の基本パターンで十分であり、例
えば、Ｃ＝３である場合、セルは、クラスタ中央に対する３つの位置のうちの１つを経験
することができる。
【００５２】
　[0051]図６を参照すると、各クラスタ内の基地局は、協調を可能にするために相互接続
される。一実施形態では、各基地局は、どの基地局といつ送信を協調させるべきかを知っ
ている「コントローラ」をその中に有する。そのようなコントローラは、外部エンティテ
ィを必要とせずに一緒に動作するように、事前プログラムすることができる。その場合、
基地局は、必要とされる時間に、必要とされる頻度で、他の基地局との様々な接続及び情
報交換を開始する。先に言及したように、そのような情報交換は、処理ロジックブロック
１００１ａ及び／又はベースバンド処理１００３のいずれかの出力を含む。情報交換は、
クラスタ内にどのユーザをスケジュールすべきか、そのようなユーザに宛てられたデータ
、それらのユーザに対する送信に適用する線形係数なども含むことができるが、それらに
限定されない。
【００５３】
　[0052]別の実施形態では、局のサブセットが、他の基地局に指示を与えるコントローラ
として動作する。例えば、図６の基地局３は、それが参加する３つのクラスタを指示する
マスタとして動作する。その場合、基地局３は、様々な時間において、６つの（各パター
ンについて２つの）隣接基地局に指示を与える。このケースは、その第１の協調パターン
が、図６に示されている。６つの局に指示を与えることは、処理ユニット１００１ａにお
けるのと同様に、そのような局のために必要とされる処理を行うこと、そのような局のた
めに必要とされるベースバンド処理１００３を行うこと、又は６つの局が所望の方式で十
分に協調するように、必要とされる処理を行うための指示をローカルな処理ユニット及び
ベースバンドユニットに与えるのに十分な情報を送信することを含むことができる。
【００５４】
　[0053]別の実施形態では、システムは、他の基地局に指示を与えるコントローラとして
動作する、付加的な中央基地局を使用することができる。コントローラは、先に言及した
ように、様々な共通処理機能を行うことができ、又はそのような処理機能を協調的な方式
で行うように、単にローカルなエンティティに指示を与えることができる。このケースの
一例は、その第１の協調パターンが、図７に示されている。他のパターンにおいてアンテ
ナに指示を与えるために、同じ又はさらなる付加的なコントローラを使用することができ
る。（中央又は既存に関わりなく）協調させるアンテナのサブセットを制御する基地局は
、そのようなアンテナに乗せる信号を、直接的に生成することによって、又は生成を行う
リモート局内のローカルな処理機能に指示を与えることによってのいずれかによって決定
する。標準的な基地局動作と同様に、基地局は、スケジュールされたユーザに宛てた情報
ストリームを受け取り（又は有し）、符号化ストリームを生成し、そのようなストリーム
を、後でアンテナから送信される１つ以上の信号にマッピングするのに必要とされる必要
な信号処理を実行し、送信信号（又は送信信号を生成するのに十分な情報）を、必要とさ
れるアンテナに送信する。その後、アンテナは、必要とされる信号を送信する。これらの
標準的な動作は、与えられた時間－周波数において、クラスタによってサービスされるす
べてのユーザにわたって、各クラスタ内のすべてのアンテナについて実施される。協調パ
ターンが変化するにつれて、動作も同様に変化する（関与するアンテナ又はサービスされ
るユーザに応じて変化する）。図９は、基地局のブロック図であり、以下でより詳細に説
明される。
【００５５】



(16) JP 2016-29825 A 2016.3.3

10

20

30

40

50

　[0054]基地局は、標準的な固定協調アーキテクチャにおけるのと同様に、ＡＣＫ、ユー
ザスケジューリングなどの、より高位の層の必要な機能も実行する。
【００５６】
　[0055]別の実施形態では、アンテナに指示を与えるために、ＤＡＳコントローラが使用
される。図８は、分散アンテナサイト（分散アンテナ）間の協調を使用するシステムの一
実施形態を表している。この動作は、各協調パターンが特定のセル構造を誘導するシステ
ムと見なすことができる。したがって、誘導されるセル構造は、多くの協調パターンにお
いて変化する。ユーザが様々な信号状態を経験することを可能にする、十分な協調パター
ンを有することは有利である。実用上の理由から、また実施が複雑になるために、協調パ
ターンの数を制限することがある。
【００５７】
　[0056]ＤＡＳ内のアンテナは、協調を可能にするために相互接続される。一実施形態で
は、中央コントローラが、（例えば、ファイバを介して）リモートアンテナユニット（Ｒ
ＡＵ）に信号を送信する。標準的な固定協調パターンＤＡＳのコントローラにおけるのと
同様に、中央コントローラは、図９のブロック１００１及びブロック１００３によって行
われるように、送信のために必要な信号処理のほとんど（例えば、変調、チャネル符号化
など）を実行し、その後、中央コントローラは、生ビット、送信シンボル、又は変調信号
さえも、そのような信号を無線信号に乗せるＲＡＵ（本質的にはユニット１００４及びア
ンテナ１００５）に送信する。中央コントローラは、図９のユニット１００１及びユニッ
ト１００２において行われるように、より高位の通信層における信号／情報（例えば、Ａ
ＣＫ、ユーザスケジューリング情報など）にも対処する。
【００５８】
　[0057]一実施形態では、１つのコントローラが、異なるパターンの送信のために解体し
たサブセット内のＲＡＵを単に使用して、対象とするすべてのＲＡＵを制御する。別の実
施形態では、各々がＲＡＵのサブセットに接続される、いくつかの中央コントローラが存
在する。そのようなコントローラの１つであるコントローラＡが、図１０に示されている
。これは、コントローラが、各パターンに１つの、３つの可能なセルを制御できるように
、７つのＲＡＵに接続される。これらは、図１０のセルＸ、セルＹ、及びセルＺである。
【００５９】
　[0058]中央コントローラがいくつかの「セル」のために一緒に働く実施形態を考えるこ
ともできる。例えば、この例のコントローラＡとコントローラＢは、いくつかの共有セル
、例えば、図１０の「セルＷ」を制御するために、一緒に働くことができる。
【００６０】
　[0059]言及した実施形態では、基地局又はＲＡＵを用いて、パターンは、様々なクラス
タ又はセルに属するか、それとも属さないかの切り換えを行うよう、アンテナのいくつか
に指示を与えることもできる。例えば、先に説明した図のいずれにおいても、様々なパタ
ーンにおいて、様々なアンテナ又は基地局をパワーオフすることができる。すなわち、様
々なパターンにおいて、基地局は、アンテナのための信号を生成しない。これは、時間に
関して実施されるパターンについて特に当てはまる。周波数に関して実施されるパターン
の場合、そのようなオン／オフ切り換えは、各周波数帯域に対して個別に行うことができ
る。
【００６１】
　[0060]本発明の実施形態の利益は、いくつの状態が静的な（パターンが１つの）システ
ムにおける状態よりも好ましい、様々な信号状態を、ユーザが経験できることに形を変え
る。これは、合計スループット及び／又は個別ユーザレート及び／又は公平性に関して、
マルチセルシステムがサポートできるレートを改善することなど、有形なメトリクスをも
たらす。アンテナは様々なシナリオにおいて使用されるので、それは、アンテナにわたっ
て電力を均等化する効果も有する。これは、電力制御において、さらなる利益を有するこ
ともできる。
【００６２】



(17) JP 2016-29825 A 2016.3.3

10

20

30

40

50

基地局の一例
　[0061]図９は、上で説明された機能のうちの１つ以上を実行する基地局の一実施形態の
ブロック図である。基地局は、クラスタコントローラとして動作することができ、又は基
地局の部分が、他の基地局又は上で説明されたＲＡＵのいずれかと連携するアンテナコン
トローラとして動作することができる。
【００６３】
　[0062]図９を参照すると、基地局１０００は、ネットワークインタフェース１００２及
びベースバンド処理１００３に結合されるコントロール１００１を含む。ベースバンド処
理１００３は、ネットワークインタフェース１００２及び増幅器Ｔｘ／Ｒｘ１００４にも
結合され、増幅器Ｔｘ／Ｒｘ１００４は、増幅器とともに、基地局の（１つ又は複数の）
送信機及び（１つ又は複数の）受信機を含み、これらはアンテナ１００５に結合される。
これらは、当技術分野でよく知られた方法で動作する。電力源１００６も、基地局１００
０のコンポーネントに電力を供給する。
【００６４】
　[0063]コントロール１００１は、例えば、協調パターンを指定する情報及び／又は他の
基地局若しくはアンテナコントローラを制御する情報などの、制御情報を送受信するコン
トロールインタフェース１００１（ｂ）と、協調パターンの変更を含む、基地局の動作（
若しくは他の基地局の動作）の多くを制御する、又はそのような動作が制御されるように
する（１つ又は複数の）プロセッサ１００１（ａ）とを含む。メモリ１００１（ｃ）は、
上で説明された協調パターンなど、事前定義された協調パターンとともに、命令及び他の
データを保存する。タイミング／クロックユニット１００１（ｄ）は、当技術分野でよく
知られた方法で、タイミング及び／又はクロックを基地局に供給する。
【００６５】
　[0064]クラスタシステムでは、ベースバンド処理１００３は、１つの動作の一部として
、クラスタ内のすべてのアンテナに対して合同で行われる。そのようなユニットは、１つ
の基地局内に、例えば、図６においてＢＳ３として示される制御基地局内に存在すること
ができ、又は図７におけるのと同様に、中央局内に存在することができ、又は図８及び図
９におけるのと同様に、ＤＡＳのためのコントローラ内に存在することができる。機能は
、様々なリモート基地局又はユニット内に存在する多くのベースバンドユニットの間で分
割することもできる。ここでは、共通の処理ユニット１００１ａが、そのようなベースバ
ンドユニットを駆動する信号を生成する。したがって、そのような「単一の」ベースバン
ド処理１００３は、クラスタ内のアンテナの異なるサブセットに接続できる、別々の処理
エンティティによって実施することもできる。これは、各ユニットがそれぞれのアンテナ
のために必要とされる（単一のエンティティによって行われる）ことを効果的に行うよう
に、別々のベースバンド処理ユニットが、（コントロール１００１の共通ブロックから来
るような）共通の１組の命令によって制御される場合に、達成することができる。このよ
うに、各ユニットは、クラスタ内のすべてのアンテナにわたって、必要とされる合同方式
で信号が動作するように、それが接続されるアンテナのための正しい信号を効果的に生成
することができる。コントロール１００１の部分は、様々なローカル局内の複数のユニッ
トに分割することもでき、ある共通の１組の命令が、そのようなすべてのユニットを駆動
して、単一のユニットとして振る舞わせる。
【００６６】
　[0065]上述の説明を読んだ後には、本発明の多くの代替及び変更が、当業者には疑いも
なく明らかになるが、例示によって示され、説明された特定の実施形態はいずれも、限定
と見なされることはまったく意図していないことを理解されたい。したがって、様々な実
施形態の詳細についての言及は、本発明にとって必須と見なされるような特徴のみをそれ
自体が列挙する、特許請求の範囲を限定することを意図していない。
【００６７】
　[0066]複数のセルを有し、前記複数のセルの各々に少なくとも１つの送信生成エンティ
ティが存在し、２つ以上の送信リソースが存在する、ワイヤレス通信システムにおいて使
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　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、前記協調パタ
ーンの各々が、どの送信生成エンティティが前記２つ以上の送信リソースの各々における
送信時に互いに協調すべきかを指示する、ステップと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、どの送信生成エンティティが前記２つ以上
の送信リソースの各々における送信時に互いに協調するかを変更するステップと
　を含む方法。
【００６８】
　[0067]システムによって実行されたときに、複数のセルを有し、前記複数のセルの各々
に基地局が存在する、ワイヤレス通信システムにおいて使用する方法を、前記システムに
実行させる命令を保存する、１つ以上の記録可能な記憶媒体を有する製造物品であって、
前記方法が、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、前記協調パタ
ーンの各々が、どの送信生成エンティティが２つ以上の送信リソースの各々における送信
時に互いに協調すべきかを指示する、ステップと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、どの送信生成エンティティが前記２つ以上
の送信リソースの各々における送信時に互いに協調するかを変更するステップと
　を含む、製造物品。
【００６９】
　[0068]複数のセルを有するワイヤレス通信システムのセルにおいて使用する基地局であ
って、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するメモリであって、各協調パターン
が、異なる送信リソースにおいて、セルからなる各クラスタにおける送信時に互いに協調
すべき、前記複数のセル内のエンティティを指定する、メモリと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、１つの送信リソースにおいて、前記基地局
を含むセルからなるクラスタにおける送信時に互いに協調するエンティティを変更する、
前記メモリに結合されたコントローラと
　を含む基地局。
【００７０】
　[0069]複数のユーザ端末と、
　複数の基地局と、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するメモリであって、各協調パターン
が、異なる送信リソースにおいて、各クラスタのために送信時に互いに協調すべき、前記
複数の基地局内のエンティティを指定する、メモリと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、送信リソースにおいて、各クラスタにおけ
る送信時に互いに協調するエンティティを変更するコントローラと
　を含むワイヤレス通信システム。
【００７１】
　[0070]複数のセルを有し、前記複数のセルの各々に基地局が存在する、ワイヤレス通信
システムにおいて使用する方法であって、
　１組の事前定義された異なる協調パターンを保存するステップであって、各協調パター
ンが、時間及び周波数の一方若しくは両方に関して定義される異なる送信リソースにおい
て、セルからなる各クラスタにおける送信時に互いに協調すべき、前記複数のセル内のア
ンテナを指定する、ステップと、
　前記事前定義された協調パターンに従って、時間及び周波数の一方若しくは両方におい
て、セルからなる各クラスタにおける送信時に互いに協調するアンテナを変更するステッ
プと
　を含む方法。
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